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図表2-1 業務プロセス可視化の現状分析 

 

BPMによる業務プロセスの可視化と活用方法 
－あなたの可視化、できていますか？－ 

アブストラクト 

 

1. 研究の背景 

昨年行われた企業IT動向調査によると、IT部門が解決したい中期的な経営課題として業務プロセス

改善が上位に挙げられている。この課題を解決する一手段としてBPM（Business Process Management）

が期待されているが、適用方法に迷うことがある。本分科会ではBPMの唱えるPDCAサイクルによる改善

の継続性を念頭に置き、業務プロセス改善に必要となる可視化について研究を行なった。 

 

2. 研究のアプローチ 

分科会メンバーも可視化の重要性を認識しており、

各社さまざまな取組みを行ってきたが、幾つかの問題

を抱えているのが現状である。また、本分科会で行な

ったアンケート結果からも、業務プロセスの可視化が

進んでいないことが明らかとなった。 

業務プロセス改善の第一歩となる可視化が進まない

原因を探るため問題点分析を行い、原因と問題解決の

ための仮説を導き出した（図表2－1）。 

これより、課題解決に必要な事項は以下の２つの条

件を満足させることがポイントと考えた。 

(1) 業務プロセスを可視化するメリットの明確化 
(2) 業務プロセスを定義する方法の確立 
研究活動は以下のステップで実施した。 

 

 

 

3.研究成果 

(1) 業務プロセス可視化のメリット明示 
分科会メンバーで検討した可視化の

メリットをアンケートにより確認した

結果、検討したメリットはいずれも現場

において概ね受け入れられるものであ

ることが確認できた。 

また、支持を得にくいメリットについ

ての深堀と、可視化に興味のない役員・

管理職の回答を分析した結果、業務プロ

セスの改善を効果的に進めるためには、

可視化のメリットを関係者に明示する

方法が重要と考え、メリット明示の想定

シナリオとして以下の３つを提示した。 

図表3-1 可視化のメリットに対する支持率 

図表2－2 研究手順 
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① 業務プロセス改善の目的や

業務課題に合致するメリット

を明示する 

② メリットを得るには負荷や

コストが掛かることを明示す

る 

③ 継続的にメリットを得られ

る仕組みを明示する 

(2) 業務プロセス可視化指針の作成 
業務フロー作成に使用すること

を念頭に置き、作成された成果物の

標準化により認識の統一や情報共

有を進めるため、業務プロセス可視

化指針を作成した。 

作成した指針の有効性を検証す

るため、指針未使用版と指針使用版

の業務プロセスの可視化成果物を

比較し、(1)であげた可視化のメリ

ットが得られているかアンケートにより、可視化指針の有効性が確認できた。 

(3) 可視化した業務プロセスの活用方法 
動的に変化する可視化項目（KPI）を評価し継続的に業務改善を行なうための方法として、シミ

ュレーションツールにより実際の業務フローを評価することで、PDCAサイクルを継続して回すこ

とができるかを検証した。 

業務プロセスの可視化項目に対して、業務変化を数値化して捉えること、及びシミュレーション

ツールによる評価環境の整備により、継続した業務改善ができることを確認した。 

 

4. まとめと提言 

本分科会では、BPMを用いた業務プロセスの改善に取り組むためステップとして、業務プロセス可視

化のメリットを明らかにし、認識の統一や情報共有を進めるため業務プロセス可視化指針を作成した。

さらにシミュレーションツールなど評価作業を支援する環境が整うことで、PDCAサイクルを継続的に回

せることも分かった。 

その結果、業務プロセスの可視化と活用について、本分科会の成果物である「業務プロセス可視化指

針」と、シミュレーションツールなど評価作業を支援する環境により、BPMの特徴であるPDCAサイクル

を継続的に回していけることが導き出せた。 

 

 

図表3-2 可視化指針を使用した業務フロー 


